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ま 

一 一 ごころ たれ 先づ もちて さびしく も悲 

しき 世 をば 作り 初め けん (晶子) 

小 侍従が 書いて 来た こと は 道理に 違いない がまた 露 

えもんの かみ 

骨な ひどい 言葉 だと も 衛門督 に は 思われた。 しかも も 

う 浅薄な 女房な どの 口先 だけの 言葉 で 心 が 慰 めら れる 

ものと は 思われな いので ある。 こんな 人 を 中へ 置かず 

に 一 言で も 直接 恋しい 方と 問答ので きる こと は 望めな 

いので あろうかと 苦しんで いた。 限りない 尊敬の 念 を 

おじょく 

持って いる 六 条院に 穢辱を 加える に 等しい 欲望 をこう 



め 入って いる 横で、 にょうに ようと かわいい 声で 鳴く 

な 

の を 撫でながら、 愛に おごる 小さき 者よ と 衛門督 は ほ 

ほえ まれた。 

「恋 ひわぶ る 人の 形見と 手なら せば 汝ょ 何とて 鳴く 

ね 

.1 首なる らん 

これ も 前生の 約束なん だろう か」 

顔 を 見ながら こう 言う と、 い よ いよ 猫 は 愛らしく 鳴 

くの を 懐中に 入れて 衛門督 は 物思い をして いた。 女房 

など は、 



しげいし や しゅうち 

語って くれる ため、 大将 も淑景 舎の 方が 羞恥 を 少なく 

して 打ち解けよう とする 気持ちの ないよう なのに 比べ 

て、 風変わりな 兄弟愛の 満足が この 人から 得られる の 

であった。 左 大将 は 月日に 添えて 玉鬟を 重んじて いつ 

た。 もう 前夫 人 は 断然 離別して しまって 尚 侍が 唯一 の 

夫人であった。 この 夫人から 生まれた の は 男の子ば か 

りで あるた め、 左 大将 は それだけ を 物 足らず 思い、 

まさば しら 

真 木 柱の 姫君 を 引き取って 手 もとへ 置きた が つてい る 

しきぶき よう 

ので あるが、 祖父の 式 部 卿 の 宫が御 同意 を あそばさな 

ヽ o 

レ 

そし 

「せめて この 姫君に だけ は 人から 譏られない 結婚 を自 



ら ないかと それ以来 恥ずかしく 思って いたので あると 

玉鬟 夫人 は 思い、 その 宮が 継娘の 婿に おなりに なって、 

自分の こと を どう 聞いて おいでになる であろうと 思う 

と 晴れが ましい ような 気 もす るので あった。 この 夫人 

から も 新婚した 姫君の が 裳 その他の 世話 をした。 前夫 

人が どう 恨んで いるかと いうよう な こと は 知らぬ ふう 

にして、 長男、 次男 を 中に して 好意 を 寄せる 尚 侍に 

前夫 人 は 友情 を すら 覚えて いるので あるが、 式部 卿の 

宮家に は大 夫人と いう 性質の 曲がった 人が 一 人いて、 

この 人 は 常に だれの こと も 憎んで、 i 言 を やめない の 

である。 



けても 

ひとりごと 

とまた 独 言 もして いた。 一行 は 終夜 を 歌舞に 明か 

したので ある。 r 一十 日の 月の 明りで はるかに 白く 海が 

見え 渡リ、 霜が 厚く 置いて 松原の 昨日と は 変わった 色 

にも 寒さが 感じられて、 快く 身に しむ 社 前の 朝 ぼらけ 

であった。 自邸での 遊びに は 馴れて いても、 あまり 外 

の 見物に 出る こと を 好まなかった 紫の 女王 は 京の 外の 

旅 も はじめての 経験で あつたし、 すべての ことが 興味 

深く 思われた。 



れ たが、 それまで は 無理な ことであろう。 実際 老 入道 

が この 一 行に 加わって いると したら 見苦しい ことで な 

かった であろう か。 その 人の 思い上がつ た 空想が f J と 

ごとく 実現され たので あるから、 だれも 心 は 高く 持つ 

べきで あると 教訓 をされ たようで ある。 いろいろな 話 

題に なって 明 石の 人た ちが うらやまれ、 幸福な 人の こ 

と を 明 石の 尼 君と いう 言葉 もはやった。 太 政 大臣 家の 

おうみ すごろく さい 

近 江の 君 は 双六の 勝負の 賽を 振る 前に は、 

「明 石の 尼 様、 明 石の 尼 様」 

じゅもん 

と 呪文 を 唱えた。 

法皇 は 仏 勤めに 精進 あそばされて、 政治の ことな ど 



1^4. ^4. 一し 

「春の のどかな 気分に なった 夕方な どに この 琴の 音 を 

よくお 聞きしたい」 

などと 言 つていた が 年 も 変わった。 

みかど 

年の 初めに まず 帝 からの はなやかな 御賀を 法皇 は 

お受けになる ことにな つていて、 差し 合って はよ ろし 

くないと 院は思 召し、 少した つた 二月の 十 幾日の ころ 

と 姫宮の 奉られる 賀の日 をお 定めに なり、 楽の 人、 舞 

い 手 は 始終 六 条院へ 来て その 下稽古 を 熱心に する 日が 

多 か つ た。 

「対の 女王が いつもお 聞きした が つてい る あなたの 琴 



きしめる こと を 忘れずに 整った 身 姿の この 人が 現われ 

て 来た ころ はもう 日が 暮れて いた。 感じの よい 早春の 

黄昏の 空の 下に 梅の 花 は 旧年に 見た 雪 ほどた わ わに 咲 

いていた。 ゆるやかな 風の 通リ 通う ごとに 御簾の 中の 

たきもの にお うぐいす 

薫香の 香 も 梅花の 句い を 助ける ように 吹き 迷って 鶯 

を 誘う かと 見えた。 御簾の 下の ほうから 箏 の, のさき 

の ほう を 少しお 出しに なって、 院が、 

「失礼 だが y J の絃の 締ま リ ぐあい をよ く 見て 調音 をし 

て ほしい。 他人に 来ても らう ことので きない 場合 だか 

ら」 

とお 言いに なると、 大将 は うやうやしく 琴 を 受け 



取って、 一越 調の 音に 発の 絃の 標準の 柱 を 置き 全体 を 

弾き 試みる こと はせ ずに そのまま 返そうと する のを院 

は 御覧に な つ て、 

「調子 をつ ける だけの 一 弾き は 気 どらずに すべき だ 

よ」 

と院 がお 言いに なった。 

「今日の 会に 私が いささか でも 音 を 混ぜます ような だ 

いそれ た 自信 は 持って おりません」 

大将 は 遠慮して こう 一一 一一 n う 。 

「もっとも だけれ ども、 女 だけの 音楽に 引き さがった、 

逃げた と言われ るの は 不名誉だろう」 



れも 柳の 糸の ようで ある。 これ こそ 最上の 女の 姿と い 

う もので あろうと 院 はお ながめになる ので あ つ たが、 

女御に は 同じような 艷な 姿に 今 一 段 光る 美の 添って 見 

える 所があって、 身の とりなしに 気品の あるの は、 咲 

き こぼれた 藤の 花が 春から 夏に 続いて 咲いて いる ころ 

の、 他に 並ぶ ものの ない 優越した 朝 ぼらけ の 趣で ある 

と院は 御覧に なった。 この 人 は 身 ごもって いて、 それ 

がもう かなりに 月が 重なって 悩ましい ころで あつたか 

ら、 済んだ あとで は 琴 を 前へ 押し やって 苦しそう に 

きょうそく 

脇息へ よりかかって いるので あるが、 背の 高くない 

身体 を 少し： &ば すよう にして、 普通の 大きさの 脇息 へ 



もえ ギ. 1 こうち ギ J 

の 細長に 下へ 萌葱 かと 思われる 小 桂 を 着て、 薄物の 簡 

単な 裳 をつ けて 卑下した 姿 も 感じが よくて 侮 ずら わし 

こまに しき ふち 

く は 少しも 見えなかった。 青地の 高麗 錦の 縁 を 取った 

敷き 物の 中央に もす わらずに 琵琶 を 抱いて、 きれいに 

ばち さき いと 

持った 撥の 尖 を絃の 上に 置いて いるの は、 音 を 聞く 以 

さっき 

上に 美しい 感じの 受けられる ことであって、 五月の 

橘 の 花 も 実 もつ いた 折り 枝が 思われた。 いずれもつ 

サ ま、 

つましく している らしい 内の ものの 気配に 大将の 心 は 

ひ のわき 

惹 かれる ばかりであった。 紫の 女王の 美 は 昔の 野 分の 

夕べ よりも さらに 加わ つ ている に違いないと 思う と、 

によさん みや 

ただ その 一 事 だけで 胸が とどろき やまない。 女 三の 宫 



じい 心な どはい だいて いない、 その 思い を 抑制す る こ 

と はでき る 人で ある。 

夜が ふけて ゆく らしい 冷や や か さが 風に 感ぜ られて 

ふし まち づき 

臥 待 月が 上り 始めた。 

お ま 3 

「たよりない 春の 朧月夜 だ。 秋の よさと いうの もま 

たこうした 夜の 音楽と 虫の 音が い つし よに 立ち上 つ て 

ゆく 時に ある ものだね」 

と院は 大将に 向かつ てお 言いに なった。 

「秋の 明るい 月夜に は、 音楽で も 何の 響きで も 澄み 

通って 聞こえ ますが、 あまりき れいに 作り 合わせた よ 

うな 空と か、 草花の 露の 色と か は、 専念に 深く 音楽 を 



味わわせなくなる 気 もいた します。 やはり 春の たより 

ない 雲の 間から 朧な 月が 出ます ほどの 夜に、 静かな 笛 

の 音な どの 上つ て ゆく の を 聞きます ほうが、 音楽 その 

もの を 楽しむ のに はよ いかと 思われます。 女 は 春 を 

あわれ 

憐む という 言葉が ，、- /ざい ま すが もっともな ことと 思 

われます。 すべての ものの 調子が しっくり 合う の は 春 

の 夕方に 限る ように 考えられ ますが」 

と 大将が 言う と、 

「それ は 断定 的に は 言えない こと だ。 古人で さえ 決め 

かねた ことなの だから、 末世の われわれの 力で 正しい 

批判ので きる わけ もない。 ただ 音楽の ほうで は 秋の 律 



きょうかく 

おります が、 今晩の 皆様の 御 演奏に は 驚愕いた しま 

した。 はじめは たいした お遊び でも あるまい と 軽く 考 

えていた ために いっそ う 感激が 大きい ので ございま 

しょうか。 歌の 役 はま ， J とに 気が さして 勤めに くう) J 

ざいました。 和 琴 は 太 政 大臣に よって だけす ベての 楽 

音 を 率いる ような 巧妙な 音の たつ ものと 思って おり ま 

して、 その 境地へ は 一歩 も 他の 者が はいれな いものと 

思われる むずかしい 芸 でございますが、 今晩の はまた 

特別な もので ございました。 結構でした」 

大将 は ほめた。 

「そんな 最大 級な 言葉で ほめられる ほどの もので はな 



さと > つ 

「祈禱 のよう な こと を 半生の 年よりも たくさん させて 

今年 は 無理 をし ないよう にあな たは 慎む のです ね。 私 

がそう した こと は 常に 気をつけて させなければ ならな 

いの だが、 ほかの ことに 紛れて うっかりと している 場 

合 も あるだろう から、 あなた 自身で 考えて、 ああした 

いというよ うないく ぶん 大きな 仏事の 催しで も あれば、 

言つ て くれれば いくらでも 用意 をさせます よ。 北山の 

そ-つず 

僧都が なくな つ ておしまい になった こと は 惜しい こと 

しんせき 

だ。 親戚と せずに 言つ てもりつ ばな 宗教家で したが 

ね」 

ともお 言いに なった。 また、 



「お 言葉の ように、 ほかから 見 ますれば 私と して は 過 

分な 身の上に なって いるので すが、 心に は 悲しみば か 

りが ふえてまい ります。 それ を 少なく していた だきた 

いと 神仏に はた だ それ を 私 は 祈って いるので すよ」 

一一 一一 n いたい こと をお さえて これ だけ を 言 つた 女王に 貴 

女らしい 美し さが 見えた。 

「ほんとう は 私 はもう 長く 生きて いられな い 気がして 

やくどし 

いるので ございま すよ。 この 厄年まで もま だ 知らない 

顔で このまま でい ますこと は 悪い ことと 知つ ています _ 

以前から お願いし ている ことです から、 許して いただ 

けましたら 尼になります - 



護 をして おいでになった。 ちょっとした 菓子な ども 口 

にせず 起き上がらない まま 幾日 かたった。 どうなる こ 

キ」 と-つ 

とかと 院は御 心配に な つ て 祈 禱を数 知らず お始めさせ 

になった。 僧 を 呼び寄せて 加持な ども させて おいでに 

なった。 どこが 特に 悪い ともなく 夫人 は 非常に 苦しが 

るので ある。 胸の 痛みの 時々 起こる おりな ども 堪えが 

ようじょう 

たそうな 苦しみが 見えた。 いろいろな 養生 もま じな 

いもす るが ききめ は 見えない。 重い 病気 をして いても 

時 さえた てばなお る 見込みの あるの は 頼もしい が、 こ 

の 病人 は 心細く ばかり 見える の を院は 悲しが つてお い 

でに なった。 もう ほかの こと をお 考えになる 余裕が な 



かるため に 奔走して いるので あった。 院が 仰せられる 

さと ラ 

祈禱の ほかに 大将 は 自身の 志での 祈禱 もさせて いた。 

少し 知覚の 働く 時な どに 夫人 は、 

「お願いし ています こと を あなた はお ^ みになる ので 

す もの」 

と、 院を お恨みした。 力の 及ばぬ 死別に あう ことよ 

り も、 生きながら 自分から 遠く離れて 行かせる ような 

こと を 見て は、 片時 も 生きる に 堪えない 気が あそばさ 

れる院 は、 

「昔から 私の ほうが 出家の あこがれ を 多く 持って いな 

がら、 あなたが 取り残されて 寂しく 暮らす こと を 思う 



と を 聞き出す 道具に 使って いる 女 三の 宫の小 侍従と い 

めのと 

う 女 は、 宮の 侍従の 乳母の 娘な ので ある。 その 乳母の 

姉が 衛門督 の 乳母であった から、 この 人 は 少年の ころ 

から 宫 のお ■ 噂 を 聞いて いた。 お 美しい こと、 父 帝が 

できあい 

溺愛して おいでに なること など を 始終 聞かされ ていた 

きざし 

のが この 恋の 萌芽に なった ので ある。 

六 条院が 病 夫人と 二 条の院 へお 移りに なって いて、 

ひまであろう こと を 思 つ て 小 侍従 を 衛門督 は 自邸へ 迎 

えて、 熱心に 話す の はまた そのこと について であった _ 

「昔から 命に も かかわる ほどの 恋をして いて、 しかも 

てづる 

都合の よい あなたと いう 手蔓 を 持って いて、 宮様の 御 



おかない ほうがい いよ」 

「人 ほど 大事 がられない 奥様 だとお 言いに なって、 そ 

れを あなたの 力で よくして いただけ ると いうので すか _ 

六条院 様と 宮様 は 普通の 夫婦と いうので もありません 

よ。 保護者 もな く 一人でお いでになります より はとい 

おぼしめ 

う 思 召しで 親代わりに お頼みに なった のです もの。 院 

がお 引き受けに なり ましたの も その 気持ちで なすった 

ことです もの、 つまらな いこと を 言って、 結局 は 宮様 

を 悪く あなた はお つし やる のです ね」 

きげん えもんの かみ 

ついに は 腹 をた てて しまった 小 侍従の 機嫌 を 衛門督 

はと つ ていた。 



びぼう 

「ほんとう のこと を 言えば、 あの まれな 美貌の 六条院 

様 を 良人に お持ちになる 宫 様に、 お 目に かかって 自身 

が 好意 を 持 たれようと は 考えても 何も いないの だよ。 

ただ 一 言 を 物越しに 私が お話しす る だけの ことで、 宫 

様の 尊厳 を そこねる こと はない じ やない か。 神 や 仏に 

でも 思って いる こと を 言 つ て 咎ゃ罰 を 受け はしない 

じ やない か」 

ァ J う 言 つて 衛門督 は 絶対に 不浄な こと は 行なわない 

という 誓いまで も 立てて、 ひそかに 御 訪問 をす る だけ 

の 手引き を 頼む の を、 初めのう ち は 強硬に ある まじい 

ことで あると 小 侍従 は 突き はねて いたが、 もともと あ 



は どんなに 大きかった でしよう。 もう ただ今に なって 

はかいの ない こと を 知って おりまして、 こうした 行動 

に 出ます こと は 慎んで いたので すが、 どれほど この 失 

恋の 悲しみ は 私の 心に 深く 食い入つ ていたの か、 年月 

くちお 

がた てばたつ ほど 口惜しく 恨めしい 思いが つのって い 

くば かりで、 恐ろしい こと も 考える ようになりました _ 

また あなた 様 を 思う 心 も それと ともに 深くなる ばかり 

で ございました。 私 はも う 感情 を 抑制す る ことができ 

なくなりまして、 こんな 恥ずかしい 姿で ある まじい 所 

へ もまい りました が、 一方で は 非常に 思いやり のない 

こと を 自責して いるので すから、 これ 以上の 無礼 はい 



も 男 は 思われない。 

「どう すれば よいので しょう。 私 を 非常にお 憎みに 

なって いますから、 もうこれ きり 逢つ てくだ さらない 

こと も 想像され ますが、 ただ 一 言 を 聞かせて ください 

ません か」 

宫 はいろ いろと この 男から お言われになる のもう る 

さく、 苦しくて、 ものな ど は 言おう としてもお 口へ 出 

ない。 

「何だか 気味が 悪く さえな りました よ。 こんな 間柄と 

いう ものが あるで しょうか」 

男 は S めしい ふうで ある。 



つけられて いるよう で、 物 思わし くば かり 思 召された _ 

女房な ど は 皆 祭りの 見物に 出て 人 少なな 昼に、 寂し そ 

うな 表情 を あそばして 十三^の 琴 を、 なつかしい 音に 

弾いて おいでになる 宫は、 さすが に 高貴な 方ら しいお 

美し さと 艷な趣 は 備わ つ てお 見えになる ので あるが、 

ただもう 少しの 運が 足りな か つたの だと 衛門督 は 自身 

のこと を 思って いた。 

もろ かづ ら 落ち葉 を 何に 拾 ひけん 名 は 睦まじき 

かざし 

挿 頭 なれ ども 



さえられ な 力、 り 一一 一一 n* フ 

「皆 ここから 遠慮 を するがよい。 院ぉ 一 人のお 耳へ 申 

し 上げたい ことがある。 私の 霊 を 長く 法力で 苦しめて 

おいでになつ たのが 無情な 恨めしい ことです から、 懲 

らしめ を 見せようと 思い ましたが、 さすがに 御自身の 

命 も 危険な ことになるまで 悲しまれ るの を 見て は、 今 

こそ 私 は物怪 であっても、 昔の 恋が 残って いるた めに 

出て 来る 私な のです から、 あなたの 悲しみ は 見過ごせ 

ないで 姿 を 現わしました。 私 は 姿な ど 見せた くな かつ 

たの だけれ ど」 

と 物怪は 叫んだ。 髪 を 顔に 振り かけて 泣く 様子 は、 



昔 一度 御覧に なった 覚えの ある 物怪 であった。 その 当 

時 と 同じ 無気味 さが お 心に 湧いて くるの も 恐ろしい 前 

兆の ようにお 思われに なって、 その子 供の 手を院 はお 

捉えに なって、 前へ おすわらせ になり、 あさましい 姿 

は できるだけ 人に 見させまい とお 努めに なった。 

きつね 

「ほんとうに その 人な のか。 悪い 狐な どが 故人 を 傷 

つける ためにで たらめ を 言つ てく る ことがあ るから、 

確かな こと を 言う がいい。 他人の 知らぬ ことで 私に だ 

け 合点の ゆく こと を 何 か 言つ てみ るが い い。 そうすれ 

ば 少し は 信じても いい」 

院 がこうお 言いに なると、 物 S は ほろほろと 涙 を 流 



リ がたい ことと は あの世から も 見て おります が、 あの 

世界の 人に なって は 子の 愛と いう もの を 以前 ほど 深く 

は 感じない のです か、 恨めしい とお 思いした あなたへ 

の 執着 だけが こんな ふうに もな つて 残って います。 そ 

の 恨みの 中で も、 生きて います ころに ほかの 人よりも 

軽く お扱いに なった ことよりも、 夫婦のお 話の 中で 私 

を 悪く お言いに なった ことが 私 をく やしく させました- 

もう 私 は 死んで いるので すから、 私が 悪く つても あな 

たはよ くと りなして 言つ てくだす つ て い いで はあり ま 

せんか。 そうお 恨みした だけで、 こんな 身に なって い 

おおぎょう 

ますと 大形な 表示に もな つたので す。 奥様 を 深く 恨 



まも 

んで いません が、 法の 護り が 強くて 近づけな いので 反 

抗 してみ ただけ です。 あなたのお 声 も ほのかに 承る こ 

とがで きました からもう いいのです。 私の 罪の 軽くな 

どきよう 

るよう な 方法 を 講じて ください。 修法、 読経の 声 は 私 

まのお 

にと つ て 苦しい 焰 にな つて まつわつ てく る だけです。 

尊い 仏の 慈悲の 声に 接したい のです が、 それ を 聞く こ 

とので きな いのは 悲し ゆ う. 一 J ざ います。 中宮に も - J の 

こと をお 話しく ださい ませ。 後宮の 生活 をす るう ちに 

人 を 嫉妬す るよう な 心 を 起こして はならない、 斎宮 を 

みほと け 

お勤めに なった 間の 罪 を 御 仏に 許して いただける だけ 

の 善根 を 必ずなさい、 あの世で 苦しむ こと をよ く 考え 



などと 解釈 を 下す 人 もあった。 また、 

「あまりに 何もかも そろ つ た 人と いう もの は 短命な も 

のな の だ。 『何 を さくらに』 (待てと いふに 散らで しと 

まる ものなら ば 何 を 桜に 思 ひま さまし) という 歌の よ 

うに、 そうした 人が 長生きして おれば、 一方で 不幸に 

甘んじて いなければ ならぬ 人 も 多くで きる わけ だ。 二 

ちょうあい 

品の 宫が院 の 御 寵愛 を 一 身に お集めになる 日 もこれ 

で 来る だろう。 あまりにお 気の毒な ふうだった から 

ね」 

えもんの かみ 

などと も 言う 人が あ つ た。 衛門督 は 引き こもつ て い 

た 昨日の 退屈 さに 懲りて 今日は 弟の 左大 弁、 参議な ど 



の 車の 奥に 乗って 見物に 出て いた 町で、 人の 言い合つ 

ている 噂が 耳に はいった 時に、 この 人 は 一種 変わった 

胸騒ぎが した。 「散れば こそい とど 桜 はめで たけれ」 

(何 か 浮き世に 久し かるべ き) などと も 口ずさみ なが 

ら 同車の 人々 とともに 二 条の院 へ 参った。 まだ 確かで 

ない ことで あるから、 形式 を 病気 見舞いに して 行った 

ので あるが、 女房の 泣き 騒いで いる 時であった から、 

真実であった かとさら に 驚かれた。 ちょうど 式部 卿の 

宫 がお 蚯 けつけ になった 時で、 萎れた ふうで 宮は 内へ 

おはいり になった。 押し寄せて 来た 多数の 見舞い客の 

挨拶 はま だ ことごとく は 取り次ぎ きれずに、 家従た ち 



「たまにし かおいで にならないで、 そして また こんな 

ふうに 重荷 を宫 様へ お負わせ になる」 

や V, 

と院 をお 恨みして いた。 寝んで おいでに なること を 

お知りに なって、 院は 訪ねようと あそばされた。 

夫人 は 暑い 時分 を 清く していた いと 思い、 髪 を 洗つ 

そうか い 

て やや 爽快な ふうに なって いた。 そして そのまま また 

横にな つていた ので あるから、 早く かわかず、 まだぬ 

れ ている 髪 は 少しの もつれ もな く 清らかに ゆらゆらと 

病む 麗人に 添って いた。 青み を 帯びた 白い 顔 は 美しく 

てすき とおるよ うな 皮膚つ きで ある。 虫の もぬけの よ 

うにた よりない。 しかも 長く 捨てて置かれた 二 条の院 



ひぐ らし な 

くお 寝入りに なった かと 思う と、 蜩 の啼く 声で お 目 

がさめ てし まった。 

「では あまり 暗くなら ぬう ちに 出かけよう」 

と 言いながら 院が お召し かえ をして おいでに なると 

うんぬん 

「『月 待ちて』 (夕暮れ は 道 たどたどし 月 待ちて 云々) 

とも 言います のに」 

若々 しい ふうで 宫 がこうお 言いになる のが 憎く 思わ 

れる はず もない。 せめて 月が 出る ころまで でもいて ほ 

しいと お思いになる のかと 心苦しくて、 院は そのまま 

仕度 をお やめに なった。 



まって 目 をお 配りに なると、 敷き 物の ある 一所の 端が 

よ 1 つす よう 

少し 蹉れ たように なって いる 下から、 薄緑の 薄 様の 紙 

に 書いた 手紙の 巻いた のがの ぞいて いた。 何 心なく 引 

き 出して 御覧に なると、 それ は 男の 手で 書かれた もの 

であった。 紙の 匂いな どの 艷な 感じの する もので、 骨 

を 折った 巧妙な 字で 書かれて あった。 二重ね にこま ご 

まと 書いた の をよ く 御覧に なると、 それ は 紛れ もない 

えもんの かみ 

衛門督 の 手跡であった。 院 のお 座の 所で 鏡 を あけて お 

見せして いる 女房 は 御 自分の 御用の 手紙 を 見て おいで 

になる ものと 思って いたが、 小 侍従 〔# 「小 侍従」 は 底 

本で は 「小 待 従 匕 がそれ を 見た 時、 手紙が 昨日の 色で あ 



た。 

お帰りに なった ので、 女房た ちが あらかた 宮の お居 

間から 去った 時に、 小 侍従が 来て、 

「昨日の 物 はどうなさい ました。 今朝 院が 読んで い 

らっしゃ いました お 手紙の 色が よく 似て おりました 

, 、ゝ - 

力」 

と宫へ 申し上げた。 はっとお 思いに なって 宫は ただ 

涙 だけが 流れに 流れる 御 様子で ある。 おかわい そうで 

は あるが ふがいない 方で あると 小 侍従 は 見て いた。 

「どこへ お置きに な つたので ございま すか。 あの 時 だ 

れ かが 参った ものです から、 秘密が ありそうに 思われ 



紙の ある はず もない。 

「たいへんで ございま すね。 あちら も 非常に 恐れて お 

いでに なりまして、 毛筋 ほどで も院 のお 耳に はいる こ 

とが あ つ たら 申し訳がない と 言 つ ておいで になり まし 

たのに、 すぐもう こんな- とがで きた で は 一 ざ いませ 

んか。 全体 御 幼稚で、 男性に 対して 何の 警戒 も あそば 

さなかった ものです から、 長い 年月 を かけた 恋と は 申 

しながら、 こうまで 進んだ 関係に なろうと は あちら も 

考えて おいでにならなかった ことで ございま すよ。 だ 

れ のために もお 気の毒な こと をなさい ましたね」 

と 無遠慮に 小 侍従 は 言う。 お 若い 御主人 を 気安く 



される ほどの 無価値な 者で ない と 思う がと、 院は宫 を 

飽き 足らずお 思いになる ので あつたが、 また この 問題 

はんもん 

は ほかへ 知らせて はならぬ と 思う ことで 御 煩悶 もされ 

た。 父 帝 もこん な ふうに 自分の 犯した 罪 を 知って おい 

でに なって 知らず 顔 をお 作りに なった ので はなかろう 

か、 考えてみれば 恐ろしい 自分の 過失で あつたと、 御 

自身の 過去が 念頭に 浮かんで きた 時、 恋愛 問題で 人 を 

おぼしめ 

批難す る こと は 自分に できない ので あると 思 召された _ 

素 知らぬ ふリ はして おいでにな るが、 物 思わし いふ 

うは 他から もうかが われて、 夫人 は 危ぃ命 を 取りと め 

ぁづれ 

た 自分 をお 隣み になる 心から、 こちらへ はお 帰りに 



になる のです ね。 私が 冷淡で あれば あちらへ もこ ちら 

へ も 御 心配 を かけて 済まない」 

たんそく 

院が 歎息 をされ ると、 

「宮中への 御 遠慮よりも、 宮様 御自身が 恨めしく お 思 

いになる ほうが あなたの 御 苦痛でしょう。 宮様 は それ 

ほどで なくても おそば の 者が 必ず いろい ろな - J と を 言 

うでし ようから、 私の 立場が 苦し ゆう ございます」 

などと 女王 は 言う。 

「私の 愛して いる あなたに とって、 あちらの こと は 迷 

惑 千万に 違いない が、 それ を あなた は 許して、 つまら 

な い 者の 感情 をまで 思い やって くれる 寛大な 愛に 比べ 



かれん つわり 

宮が 可憐な 姿で 悪阻に 悩んで おいでになる のが 院の 

お 目に 浮かんで、 心苦しく 哀れに お思われ になった。 

良人と しての 愛 は 消えた ように 思って おいでにな つ て 

も、 恨めしい のと 並行して 恋し さもお さえが たくお な 

りに なリ、 六条院 へお いでに なった。 お 顔 を 御覧に な 

ると 胸苦しく ばか リ おなりになる 院 でお ありに なった。 

さ と-つ 

祈禱を 寺々 へ 命じて させても おいでにな るので ある。 

表面のお 扱いで は 以前と 何も 変わって いない。 かえつ 

て 御 優遇 を あそばされ るよう にも 見える ので あるが、 

夫婦と してお 親しみに なること は それ以来 断え てし 

まった。 人目 を 紛らす ために 御 同室に お寝み になり な 



家 を 実行し えない 私 を、 あなた は どんなに 冷淡に 

なって おいでになっても さすがに 回向の 人数の 中に 

はお 入れく ださる であろうと、 頼みに される ところ 

もあります。 

などと いう 長いお 文であった。 早くからの 志で あつ 

たが、 六条院 がお 引きと めになる ために、 それでない 

ちゆ-つちよ 

表面の 理由 は 別と して、 尚 侍 は 尼になる の を 躊躇す 

ると ころが あつたので さえ あるから、 このお 手紙 を 見 

て 青春 時代から 今日までの 一 一人の つながりの 深さ も 今 

さらに 思われて 身に しむ 尚 侍であった。 返事 はもう 今 

後書き かわす ことのない 終わりの ものと して 心 を こめ 



は、 これ を 幸福な 道と してお 選びに なった ことです か 

ら、 老いた 良人 を も あまり 無視す るよう な こと はお 慎 

みになる がいいので すよ。 昔から 願って いる 出家の 志 

望 も、 自分より は 幼稚な 宗教心し か 持つまい と 思って 

いた 女の人た ちが 先に 実行す るの を 傍観して いるの も、 

私自身が この 世の 欲 を 捨てえない のではなくて、 出家 

を あそばす 際に は あなた をお 託しに な つ た院 のお 志に 

感激した 心が、 すぐ また 続いて あなた を 捨てて 行く よ 

うな 行動 を 取らせなかった のです よ。 以前 は 気が かり 

ま. だ レ 

に 思われた 人 も 今ではもう 出家の 絆 にならない だけ 

になって いるので す。 女御 だって どうなる か 知り ませ 



ふ る 

を 書かせよ うとされ るので あるが、 宫は 手も慄 えてお 

書きに なれな い。 あの 濃厚な 言葉の 盛られて あつ た 

えもんの かみ 

衛門督 の 手紙の 返事 はこん なに 渋らずに 書かれた であ 

ろうとお 思いに なると、 また 反感が 起こる ので もお あ 

く-) ゆ 

りに なった が、 それでも 院は 言葉な ど を 口授して お 書 

かせに なった。 

「お伺いに なること はこん な ことで 今月 も だめでした 

によに みや は で 

ね。 それに 新婚 者の 女 二の 宫が 派手な 御賀 をお ささげ 

になった 時に、 老人の 妻で ある あなたが 競争 的に 出て 

行く の は 遠慮すべき だと 思い ましたよ。 十一月 は あな 

たの お母様の 忌 月でしょう。 十二月 は あまりに 押しつ 



色が 変わって い る 気が して、 急に お 返辞が できない の 

であった。 

「長らく 奥様が たが 御 病気 をして おいでになり ますこ 

と を 承って おりまして、 御 心配 を 申し上げながら、 前 

から ございました 脚気が しきりに 出て まいりまして、 

歩行が 困難で ございまし たために 御所へ 上がる ことが 

できませんで、 すっかり 世の中から 隔離され ましたよ 

うな 寂しい 生活 をいた してお りました。 院が おめでた 

， J うぎ 

い 年に 達せられ ますので、 年来の 御 交誼に 対してまず 

お祝い を 申し上げなければ と 父が 申して おり ましたが、 

関白 を 拝辞し ました 自分が 表 だ つ て 出る ことよりも、 



らと 雪が 降って、 もう 隣へ 近づいた 春 を 見せて 梅の 

微笑む 枝が 見える 林 泉の 趣 は 感じの よい ものであった。 

縁側に 近い 御簾の 中に 院 のお 席が あって、 そこに は 

しきぶき よう 

ただ 式部 卿の 宮が御 同席され、 右大臣の 陪覧 する 座が 

あった だけで ある。 以下の 高官た ち は 皆 縁側に 席 をし 

きょうお う 

て、 そこに は 形式 を 省いた 饗応 の 物が 出されて あった。 

ひょう ぶ き よ う 

右大臣の 四 男と、 左 大将の 三男、 それに 兵 部 卿 の宫の 

御 幼年の 王子お 二人の 四 人立ちで 万歳 楽が 舞われる の 

であるが、 皆 小さい 姿で かわいかった。 四 人と も 皆 高 

'y うぶう 

い 貴族の 子供た ちで 風貌が 凡庸で ない。 皆に いたわれ 

ながら 小 公子た ち は 登場した。 また 大将の 典侍 腹の 二 



どんな 時に も ごい つ しょに おいでになる ことにな つ て 

います。 あちらへ 移って おしまい になって、 御 回復な 

さるまで 別々 においで になる の は、 宮様の ためにお か 

わい そうな ことです から、 せめてもう しばらくの 間 こ 

ちらで 養生 をなさい ませ」 

きちよ ラ 

この 人が 病床との 隔てに 几帳 だけ を 置いて 看護 をし 

て いるので ある。 

「ごもっともです。 私) J とき 者と 結婚 を し てくだ さ い 

ました 宮様の ために は、 せめて 私が 長生き をして 相当 

な 地位 を 得る ように 努力せ ねばなら ぬと 心がけて はい 

たのです が、 こんな 病人に なって しまいまして は、 私 



底本 ： 「全訳 源氏物語 中巻」 角 川 文庫、 角 川 書店 

1971 (昭和お) 年：： 月^日 改版 初版 発行 

1994 (平成 6) 年 6 月 ほ 日 版 発行 

※この ファイル は、 古典 総合 研究所 (http://www. 

genji.co.jp/) で 入力され たもの を、 青空 文庫 形式に あ 

ら ためて 作成し ました。 

※校正に は、 2002 (平成 M) 年 ー 月^日 M 版 を 使 

用し ました。 

入力 ： 上田 英代 

校正 ： 門田裕 志、 小 林繁雄 

2 o o 4 年 2 月 6 日 作成 



青空 文庫 作成 ファイル " 

この ファイル は、 インタ ー ネットの 図書館、 青空 文庫 

(http://www.aozora.gr.jrv) で 作られました。 入力、 

校正、 制作に あたった の は、 ボランティアの 皆さんで 



